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－ 1 － 

株式会社ショクブン 

（東証・名証２部） 

平成２９年３月期 第２四半期決算短信（発表資料の要約） 

 

当社の平成２９年３月期 第２四半期決算につきまして、配布の決算短信のとおり発表させていただきます。 

 

１．業績について 

 イ 当第２四半期累計期間の業績 

 （連結） （個別） 

 前年同期比  前年同期比 

売 上 高 ４２億３８百万円 １０１.０％ ４２億３３百万円 １０１.０％

営 業 利 益 ５８百万円 － ％ ２８百万円   － ％

経 常 利 益 ３６百万円   － ％ ３７百万円   － ％

四 半 期 純 利 益  ３百万円 － ％ １５百万円  － ％

１株当たり四半期純利益 ３６銭 １円５８銭 

（注）当社の連結対象子会社は、株式会社食文化研究所と事業食サービス株式会社の２社であります。 
①   売上高は４２億３８百万円になりました。わが国経済は、景気対策や金融政策を背景に緩やかな改

善傾向が見られましたが、景気の先行き不透明感等による個人消費の抑制傾向や、人手不足の雇用環
境における人材確保の厳しさなど、経営環境は、依然として不透明な状況が続いております。 
当社グループは、このような状況下において、「原点回帰」を掲げ、事業の柱である個人客向け宅

配のシステムを再度見直し、業務改善を行うとともに食材を厳選し、その魅力を引き出す健康的でお
いしいメニュー提案をすることで、受注増加に全力を尽くしてまいりました。 

②   一方、法人向け事業におきましても、管理栄養士が作成する献立表のご提案や新鮮な食材をお客様
のお手元までお届けする宅配のシステムなど当社グループが培ってきた強みを生かすことにより、介
護施設をはじめ、保育所・幼稚園などへも事業を展開しております。 

③   経常利益は３６百万円（前年同四半期は１億３５百万円の経常損失）になりました。当第２四半期
においては、台風被害等の天候不順による、一部の野菜類の生育不足と、品不足による仕入価格の高
騰がありましたが、仕入体制の強化や生産体制の見直しを進めてきたことなどにより、売上原価率は
６０.５％と前年同四半期に比べ２.１ポイント減少しました。 
その一方で、販売体制においては宅配コースの見直しを行う等、販売、管理コストの低減を図った

結果、販売費及び一般管理費は、前年同四半期に比べ７１百万円減少し、１６億１５百万円になりま
した。 

④   以上の結果、親会社株主に帰属する四半期純利益は３百万円（前年同四半期は１億３百万円の親会
社株主に帰属する四半期純損失）になりました。 

 

 ロ 通期の業績予想 

 （連結） （個別） 

下 期 前年同期比  前年同期比 

売 上 高 ４８億４４百万円 １０３.１％ ４８億３７百万円 １０３.１％

営 業 利 益 ２億４６百万円 ８３.２％ ２億２７百万円 ８５.４％

経 常 利 益 ２億２１百万円 ８１.４％ ２億００百万円 ８３.７％

当 期 純 利 益 １億７３百万円 ７３.０％ １億５０百万円 ６８.７％

通 期 前期比  前期比 

売 上 高 ９０億８３百万円 １０２.１％ ９０億７０百万円 １０２.１％

営 業 利 益 ３億０４百万円 １７１.４％ ２億５６百万円 １９８.０％

経 常 利 益 ２億５７百万円 １８９.２％ ２億３８百万円 １４４.１％

当 期 純 利 益 １億７６百万円 １３１.３％ １億６５百万円 ９０.３％
１株当たり当期純利益 １８円４３銭 １７円２１銭 

 

 

 



－ 2 － 

２．株主還元策について 

 イ 配当金 

   当社は、株主様に対する利益還元を経営の最重要課題として位置付けており、配当政策は、長期的

かつ安定的な配当の実現を基本方針としております。 

   この度、当社は平成２８年１２月６日をもちまして創立４０周年を迎えます。つきましては、中間

配当は、普通配当４円に、増配１円及び記念配当１円を加えて６円とさせていただくことを決定いた

しました。 

   また、期末配当金につきましても、普通配当４円に、増配１円及び記念配当１円を加えて６円とさ

せていただきたいと存じます。 

   これにより、平成２９年３月期の年間配当予想につきましては、中間配当６円と合わせて１２円

（普通配当８円、増配２円、記念配当２円）に修正いたします。 

当中間配当金 １株当たり６円（普通配当４円、増配１円、記念配当１円）にさせていただき

ます。 

期末配当金予想 １株当たり６円（普通配当４円、増配１円、記念配当１円）を予定しておりま

す。（平成２９年３月期の年間配当予想は中間配当金６円と合わせて１２円を

予定しております。） 

 

ロ 株主優待策 

 毎年３月３１日及び９月３０日現在の当社株式１千株以上所有の株主様に対し、半期８千円（通期 

１６千円）相当の自社製品を進呈いたします。（従来どおり） 

 

３．財政状態について 

 財政状態は、決算短信添付資料２ページ「（２）財政状態に関する説明」に記載のとおりです。 

 自己資本比率は、前期末の２４．９％から２４．２％になりました。この主な理由は、利益剰余金等の

減少により、純資産が４８百万円減少したことによるものであります。 

 

４．設備投資について 

当第２四半期 

累計期間 

設備金額 １億５８百万円 主なものは 

設備の新設、更新等              １億２４百万円 

リース資産                    ３４百万円 

 減価償却費 ９３百万円 

通期予想 設備金額 

 

当第２四半期累計期間分を含め、２億円を予定しております。 

 設備の新設、更新等                  ２億円 

 減価償却費 ２億円 

 

５．通期の見通しについて 

当社グループでは厳しい経済環境を直視し、抜本的な対策として「原点回帰」をキーワードに全社員が
基本に立ち返って経営体制全般に渡って見直しを図っております。個人客向けの宅配システム、法人向け
事業の強化、仕入業務効率化の一層の推進、当社グループの工場であるフレッシュセンターの調理済食品
の生産増強と生産性向上の取り組みを着実に進め、売上・利益の向上に努めてまいります。 
なお、法人向け事業におきましては、従来の「介護食」に加え、「学校給食」、「事業所給食」にも業

務を拡大し、総合食事サービス企業として「赤ちゃんからお年寄りまで」、あらゆるお客様に当社がご提
供するご家庭の味を楽しんでいただくべく事業展開を図ってまいります。 
以上、当第２四半期連結累計期間の業績の結果及び下期の見通しにより、通期の業績につきましては、

前回発表予想（平成２８年５月１０日発表）を修正し、売上高は９０億８３百万円、営業利益は３億４百
万円、経常利益は２億５７百万円、親会社株主に帰属する当期純利益は１億７６百万円を予定しておりま
す。 
           以 上 




